
東シベリア、オイミャコンーハンディガ採集言己

東シベ リアヤクーチアでの 3回 目の調査

になる1994年夏、スターリンの治世下に多

くの流刑囚の犠牲によって作られたコリマ

街道 (オホーツク海に面するマガダンから

ヤクーツクに至る道路)の うちオイミャコ

ンからハンディガに至る地域で植物採集調

査をおこなった。ほんの 10日間と短い調査

旅行だったが、日本人研究者としては初め

て入る現地の様子を日をおって紹介する。

なお標本整理がまだ終了していないため、

図1 ヤ クーチアの位置。水系が線で山岳が網部分で示されている。1994年調査地域は矢
印で示す。

札幌市  高  橋  英  樹

多くの植物名が属名までであることをあら

かじめお断りしておく。

6月 30日

前日の豪雨で目的地オイミャコン空港が

閉鎖されているため、その 200k北 のウス

ト・ニエラに向かう。11時ヤクーツク空港

発、午後 1時にはウスト・ニエラ空港に着

く。最初の頃に驚いた砂利の滑走路も主要

空港以外では普通で、慣れ親しんだ光景と
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なった。時計を1時間進めて現地時間に合

わせる。突然の行き先変更だったので同行

してくれたヤクーツク生物学研究所の昆虫

学者ビノキュロフさんが宿や車の手配に走

り回っている。我々は滑走路と空港事務所

を結ぶ舗装路の脇に荷物を置いて待機して

いたが、この時とんでもない事件がおこる。

同行の昆虫学者渡部さんが騒ぎだした。彼

の持っている携帯放射線量計が異常に高い

値を示している。コンクリー トの地面に向

けるとデジタル表示の数値がどんどん上

がっていく。急返、場所を50mほ ど移動す

ると、数値も動かなくなる。いま思うと、

放射能廃棄物が何等かの誤りでコンクリー

トと共に地面に埋め込まれてしまったのだ

ろう。しかし、人が頻繁に訪れる飛行場の

一角である。シベ リアの至るところが放射

能廃棄物で汚染されている、というニュー

スは根拠のないものではなかった。

車を手酉己してくれたビノキュロフさんが

近 くの高山ツンドラで採集できるという。

目的地に行き着けずしかも放射能事件にま

でおそわれてやや意気消沈していた我々に

は願ったりかなったりで元気がでてきた。

町の南側に位置する山岳めざし、午後 6時

に大きなトラックで宿を出発。高緯度のシ

ベ リアの夏は日が長く、かなり遅い時間ま

で外で活動できるのは有難い。山道は大き

な岩がごろごろしておりとても普通の車で

は行けそうにない。着いた所は北向きの高

山ツンドラで、乾性の地衣ツンドラにミズ

ゴケが局所的に混じる。標高 1,120mで あ

る。冬はスキー場になっているとの事で、

ヒュッテらしき建物もいくつかある。ダフ

ニエラの山岳ツンドラのキ
クナゲ。

リアカラマツの低木とハイマツ、ヒメイソ

ツツジ、カンバ属、ハンノキ属、ヤナギ属

の矮性潅木がある。今春に遅霜があったそ

うで、ダフリアカラマツやハンノキ属の芽

の先が枯れているものがある。数はそんな

に多くないがキバナシャクナゲがある。北

東アジア要素にあたるハイマツとキバナ

シャクナゲがセットになってここまで来て

いるのである。他に目だった物は、ヒメシャ

クナゲとクレイトニア属の一種である。さ

らに下の方ではヤチツツジも採った。ここ

は金鉱で発達した町であり、50年 の歴史を

持つ金鉱会社は一昔前は囚人を使っていた

という。これまであまり意識しなかったが、

今回の旅でシベ リアは収容所列島である事

をあらためて実感する。

7月 1日

ウスト・ニエラ空港を午後 1時 15分発、

複業のアントノフ2型 に乗って、2時 10分

にめざすオイミャコン (トムトル)空 港に

到着した。空港周辺はだだっぴろい平原で

あちこちに竜巻がおきている。いかにも大

陸の中央部 という感 じである。マイナス
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71.2度のモニュメン トの前で記念写真を

撮った後、60k先 のベースキャンプロ指し

て西進する。陣容はジープと大型のトラッ

ク各一台、日本側から植物研究者 2人、昆

虫研究者 2人 の計 4人、ヤクーチア側から

生物学研究所の 2人 と地元の ドライバー 2

人の総勢 8人 である。5k行 った所でジー

プがパンク、これ以降もたびたびあったが、

採集できる機会が増える我々としてはむし

ろ歓迎である。湿ったミズゴケツンドラに

はサカイツツジがそこここにある。午後 7

時、周囲をなだらかな山に囲まれた盆地状

の村ウチュゲイ (ヤクー ト語でオーケイと

いう意)に 到着。ここで夏の間ガイドを生

業 とするバレンタインさんの家をベース

キャンプとして荷をおろす。

7月 2日

ウチュゲイから25k西 の小流周辺 (標高

770m)で 採集。このガヽ流はスンタル川にそ

そぎ、やがてインディギルカ川に合流して

北極海に流れ込む。す ぐ北側に標高 1,086

mの 丘があり小流側を向いた南向きの斜

面にはイネ科、マメ科、ヨモギ属、カマエ

ロドス属、ベロニカ ・インカナ、オロスタ

キス ・スピノーサなどからなるステップ植

生が広がる。但し微妙な地形の違いにより

植生が変わり、流れはないものの浅い谷状

の所にはヤナギ属の低木、キキョウ属、ネ

ギ属、アマ属、エゾノカワラマツバなどが

ある。クッション状に発達したユキノシタ

属もあり、ツンドラ的要素も含まれている。

ベルホヤンスクのステップで見たマオウ属

をずいぶん探したが、ここでは見つからな

かった。もうひとつ先のアガヤカン川の木

製の橋を越える。このような立派な橋は後

ではお目にかからなかった。川の中州に

渡ってトナカイの焼肉の昼食をとる。外で

食べる食事にはヤブ蚊がつきもののシベ リ

アだが、この場所は風が吹き抜けるためか

蚊が少なく快適であった。このあたりの川

畔や湖畔にはずラメ状の雪渓が残ってい

る。単なる積雪の残りではなく永久凍土が

形成に関与している、との説明だったが私

には正確に理解できなかった。ビノキュロ

フさんはアイストラップと呼んでこの上で

昆虫採取である。飛翔してきた昆虫が低温

のため動けなくなり自動的にトラップされ

てしまう。河畔にはケショウヤナギがあり、

これも北東アジア要素のひとつである。午

後 6時から途中の湖でフィッシングにトラ

イするが 1匹 も釣れない。ウチュゲイに帰

り、午後 9時半に村長を表敬訪間する。村

長はマルガリータという女性である。村の

人口は 400人、牛 100頭、馬 600頭、 トナ

カイ1万頭という。今の時期、男達はトナ

カイの放牧に出て長期間村を空ける。この

ような関係もあり家を守る女性が村長とい

う事になるのだろう。図 3 ウ チュゲイ西方のステップ植生。
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7月 3日

朝 9時半、再びウチュゲイの西 25kの 小

流に行き、ステップのクッションプランツ

や多肉植物の温度分布を調べる。小流ぞい

にはヤナギ属やカンバ属の低木があリベニ

バナイチヤクソウがある。東シベ リアでは、

花弁が白く綺もクリーム色の個体と花弁が

ピンク色で約が赤紫色の個体があり、この

中間的なイ団体もある。後者のものはまさに

日本のベニバナイチヤクソウとす致するも

のだが、前者をどう扱うべきか、いまだに

悩んでいる。

7月 4日

これから西 410k先 のハンディガまでの

採集旅行を前に、ビノキュロフさん達は食

糧の買い出しにでる。川を何回か越えるが、

橋は原則としてないか壊れているので、車

で渡渉することになる。車高の高いジープ

だが、水かさがあり流速が早い所もある。

どのようなコースで渡るかはドライバーの

腕の見せ所であるが、こちらは運を天にま

かせるしかない。今日のキャンピングサイ

トは標高 1,280mの ツン ドラ地帯でベル

ホヤンスク山脈の南につながるスンタル ・

ハヤタ山脈の一部にあたる。彼らは手際よ

くテントを立てる。霧雨模様でやや寒く心

細い限りだが、床にトナカイの毛皮を敷き

ストーブまでしつらえてくれると結構暖か

い快適なテント生活となる。

7月 5日

朝早 くは雨が残っていたが、晴れてくる

と周囲は山岳に囲まれた絶景で、大雪山系

図 4 ス ンタル・ハヤタ山脈の標高 1,200～
1, 3 0 0 m地 点。

のまん中にキャンプしているような錯覚に、

陥る。近 くの 1,640m峰 に登る。渓谷は非

常に豊富なフロラで採集に手間取った植物

研究者は、一行からすっかり遅れをとって

しまった。尾根は岩れきのガレ場が続き、

ここにはロドデンドロン・レドウスキアナ

がある。湿原のサカイツツジとは住み分け

ているらしい。

7月 6日

キャンプを徹収し、さらに西へ向かう。

途中の湿生ツンドラには、ヒメシャクナゲ、

ガンコウラン、クロマメノキ、ムシトリス

図 5 ス ンタル ・ハヤタ山脈標高約 1,600
mの ノボシーベルシア ・グラキアー

リス。
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ミレなどがある。不思議な事にこれだけ蚊

が多いのに、ムシトリスミレの葉には全 く

虫が トラップされていない。まだ葉が若す

ぎるためなのか。ほとんど気がつかないほ

どのなだらかな峠を越える。ここでスンタ

ル・ハヤタ山脈を越え、時間を1時間戻す。

やがて東ハンディガ川の支流河畔にあるヤ

クーツク大学の地質学ステーションに着

く。標高 860～920m。学生達の実習場所に

なっており、我々もここの一棟を借 りる。

夕方から支流ぞいに上流の滝まで採集には

いる。ステーション付近はダフリアカラマ

ツ林で、林床は中湿でコケが生え、コケモ

モ、ベニバナイチヤクソウ、コイチヤクソ

ウ、ラン科 2種がある。さらに支流ぞいの

谷は豊富なフロラで、キバナノコマノツメ、

ハンショウヅル属、シモツケ属、イソツツ

図 6 ダ フリアカラマツ林床のベニバナイ
チヤクソウ。

ジ、ニオイシダなどからなり温帯要素が入

りこんでいる。このあたりはベルホヤンス

ク山脈の南東端にあたる。ベルホヤンスク

山脈は中央アジア高地と周極ツンドラ植物

とをつなぐ経路になっているが、さらに渓

谷には東北アジア温帯要素の植物が入り込

み、南斜面のステップには中央アジアの砂

漠ステップ植生が見られ、複数の植物分布

要素が包含されている。

7月 7日

ビノキュロフさん達は採集に出るという

が、日本隊は疲れもあり、地質学ステーショ

ンに残り、標本整理、近 くの採集と洗濯な

どにあてる。ビノキュロフさんによると近

くの出にベチュラ・ラナータの純林がダフ

リアカラマツ林上部にある、との事で興味

をそそられた。ベチュラ・ラナータは日本

図 7 河 畔のヒメヤナギラン。
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のダケカンバと同じではないかと疑われて

いるので、一度は見たかったものだが、残

念ながら今回は見ることができなかった。

この付近ではウスバキチョウが採集禁止に

なっているとの事で、コマクサがあるので

は、とひととき話題になる。

7月 8日

地質学ステーションを出発しさらに西進

する。このあたりからセッテ ・ダバン山脈

に入り、道路は渓谷上部の山腹を進む。山

道は崩れ易 く、対向車とすれ違うのも難し

そうな道幅であり、これまで車が何台も川

に落ちているという交通の難所である。通

称ブラックス トーンを越え、イェロース

トーンで昼食、標高 560mの 支流ぞいに採

集。ハンノキ属の低木林にはオニクが多い。

少し進むと気象観測所があり、町のお店で

タバヨなどを仕入れる。ここまで来るとも

う山岳とも離れハンディガまでは平地が続

く。廃虚になったセツルメントがありいか

にももの悲しい所に着く。コリマ街道建設

には多数の囚人が犠牲になったので人骨街

道ともいわれるそうだが、このような囚人

達の住んでいた所だったのか。やや離れた

東ハンディガ川川原 (標高 430m)に キャン

プを張ることとする。

7月 9日

キャンプ横の川原にあるダフリアカラマ

ツ林にはピケア ・オボバータが混生し、林

床にはユニペルス ・シビリカがある、さら

にアツモリソウ属などのラン科植物があ

り、かなり温帯要素が入り込んだ林であっ

た。さらに支流ぞいに上流にはいっていく

と河畔はヤマナラシ属とハンノキ属の林で

ある。大きな岩塊からなる崩壊地があり、

ここでナキウサギを見る。生息地はやはり

北海道と同じような所だと納得する。午後

9時 15分 キャンプサイトを後にし、ひたす

ら西進する。約 150kで アルダン川に面す

るハンディガ着、夜中の 0時 30分。暗い間

の中に雨も降り出し、濡れながら荷物を船

着場に運ぶ。ここから首都ヤクーツクまで

は高速船がつないでいる。午前 3時船に乗

り込むやいなや皆ぐっすりと眠りこんでし

まった。

今回の調査旅行は北大低温研の福田正己

教授代表の科研費国際学術の一部としてお

こなわれた、記して感謝いたします。
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